
川添小学校ＰＴＡ会長　田村　浩喜
　児童数130名の学校です。ロバと遊ぼう、エンジョイクッキ
ングなど10コース以上で楽しむ土曜ＰＴＡ、長者山を見ながら
なべっこをつくる祖父母ＰＴＡなど、地域のみなさんに育てて
もらっています。

戸米川小学校ＰＴＡ会長　大宮　直樹
　児童数31名の小規模校ですが、地域の方々との交流も多く、
子どもたちがみんな元気で伸び伸びと学んでいます。

種平小学校
「たかく、すこやかに」

〈自分大好き・学校大好き・ふるさと大好き〉
～伝統に感謝し、今を見つめ、志高く～

大正寺小学校ＰＴＡ会長　真坂　大康
　本校では、全校を４つの縦割り班に分け、異学年の交流に力
を入れ、日々活動しています。上級生にはリーダーシップや下
級生を思いやる心を、下級生には目上の人に対する素直な心や
憧れを持って欲しいと願っています。自ら考えを持ち、共に学
び合い、確かな力を身につけようと頑張る子どもたちです。

大正寺小学校
「やさしく　かしこく　たくましく」

種平小学校ＰＴＡ会長　加藤　康
　種平小学校は、全校児童16名の小さな学校です。その分、み
んな兄弟のように仲良く力を合わせて学校生活を送っていま
す。学校周囲の豊かな自然を生かし、お花見給食・全校田植
え・畑作り・登山・収穫祭など、たくさんの貴重な体験を積み
重ねてきました。今年度で、閉校となりますが、「種平小のア
ンカー」という思いを胸に、子どもたちは今日も「たかく、す
こやかに」頑張っています。

雄和小学校完成予想図

集まれ雄和小学校

	平成27年７月16日
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市Ｐ連シンボルマーク

子どもたちが新世紀の担い手として成長してくれる

ことを願い、「あきたっ子」としました。

市 Ｐ 連 だ よ り

川添小学校
「心ゆたかで　たくましく　かしこい子ども」

戸米川小学校
「かがやき　ひびきあう　戸米川っ子」
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私 た ち の 地 域 紹 介

岩
見
三
内
小
中
学
校
長　

今
田
　
智
範

小
中
学
生
が
日
常
的
に
触
れ
合
う
学
校

　

小
中
併
設
校
と
な
っ
て
、
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
本
校
を
初
め
て
訪

問
す
る
お
客
様
は
、
驚
か
れ
た
り
珍

し
が
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
小
中
学
生
が
一

緒
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

に
も
う
全
く
違
和
感
は
な
い
よ
う
で

す
。

　

本
校
に
は
、
小
中
学
生
が
一
緒
に

な
っ
た
縦
割
り
班
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
縦
割
り
班
の
顔
合
わ
せ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
給
食
、
校
外
学
習
な
ど
が
学
校
行
事
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
特
に
小
学
生
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

上
に
日
常
的
な
活
動
で
小
中
学
生
が
一
緒
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ

の
活
動
を
通
し
て
、
小
学
生
は
中
学
生
へ
の
信
頼
と
憧
れ
を
も
ち
、

自
分
の
将
来
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。
中
学
生
は
、
自
分
の
以
前

の
姿
を
思
い
出
し
、
思
い
や
り
と
激
励
の
気
持
ち
で
接
し
ま
す
。
私

た
ち
教
職
員
は
、
そ
の
微
笑
ま
し
く
も
頼
も
し
い
姿
を
見
な
が
ら
、

九
年
間
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
と
責
任
の
重
さ
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
も
学
校
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

は
毎
回
、
子
ど
も
の
人
数
以
上
の
保
護
者

の
方
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
代

表
者
が
加
わ
っ
た
町
内
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
（
Ｃ
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
で
は
、
小
中
学
生
が

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
併
設
校
の
良
さ
を
活
か
し
た
学

校
経
営
を
、
地
域
や
保
護
者
の
方
と
協
力

し
て
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小1年生の手を引く中3年生
(避難訓練)

小中併設の岩見三内小中学校

――牛島・大住地区　三皇祭――

牛
島
小
学
校
三
年　

澤
田
　
瑛
諒

三
皇
祭
の
思
い
出

牛 島
小 学 校

　

ぼ
く
は
、
毎
年
三
皇
祭
で
子
ど
も
曳
山
に
さ
ん
か
し
て
い
ま
す
。
あ
つ
い
中
重

い
曳
山
を
引
っ
ぱ
る
の
は
、
と
て
も
大
へ
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

引
い
て
歩
く
の
が
楽
し
い
で
す
。曳
山
の
む
し
ゃ
人
形
も
と
て
も
は
く
力
が
あ
り
、

か
っ
こ
い
い
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
曳
山
を
引

い
た
後
に
も
ら
え
る
ア
イ
ス
は
、
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
夜
は
牛
島
竿
燈
会
の
え
ん
ぎ

を
見
に
行
き
ま
す
。
竿
燈
祭
り
の
時
よ
り
も

近
い
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
の
で
、
は
く
力
が

あ
っ
て
と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
家
の
前
を
通

る
お
み
こ
し
に
あ
こ
が
れ
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
今
、
自
分
が
担
ぐ
よ
う
に
な
り
、

参
加
で
き
る
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

こ
の
お
祭
り
を
地
域
の
伝
統
と
し
て
引
き

継
い
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
住
小
学
校
六
年　

武
藤
　
晴
輝

三
皇
祭
の
思
い
出

大 住
小 学 校

◆ ◆ ◆ 岩見三内小中学校併設 ◆◆◆

　

お
祭
り
の
神
輿
が
近
く
を
通
り
過
ぎ
ま

し
た
が
、と
て
も
大
き
く
て
勇
壮
で
し
た
。

僕
の
地
域
に
は
お
祭
り
が
な
い
の
で
、
い

つ
か
大
人
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

城
南
中
学
校
二
年　

鈴
木
　
健
太

神
輿
渡
御
を
見
て

城 南
中 学 校
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大
型
商
業
施
設
等
が
立
ち
並
ぶ
御
所
野
地
区
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確

保
し
、
非
行
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
十
六
年
か
ら
小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
合
同
で
巡
回
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
御
所
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
午
後
五
時
三
〇
分
か
ら
通
学
路
等
を
巡
回
し
て
六
時

二
〇
分
頃
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
移
動
。
こ
こ
で
御
所
野
学
院
中
・
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
情

報
の
引
継
ぎ
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
や
秋
田
テ
ル
サ
等
を
巡
回
、

子
ど
も
を
見
か
け
る
と
声
を
掛
け
、
帰
宅
を
促
し
て
い
ま
す
。（
冬
期
は
別
ル
ー

ト
。）
ま
た
毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る
「
御
所
野
夏
ま
つ
り
」
の
際
は
会
場
一
帯
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
幅
広
い
年
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

が
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
世
代
を
超
え
た
連
携
・
連
帯
意
識
が
芽
生
え
て
い

ま
す
。

私 た ち の 地 域 と 活 動

　

六
月
十
三
日
、
仁
井
田
中
央
会
館
前
広
場

に
て
仁
井
田
小
学
校
五
・
六
年
生
に
よ
る
蕗

刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
伝
統
芸
能
保
存
会
や
有
志
に
よ

る
仁
井
田
節
や
秋
田
音
頭
も
披
露
さ
れ
、
蕗

せ
ん
べ
い
の
試
食
な
ど
も
あ
り
、
地
域
の
方
々

も
多
数
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

仁
井
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

佐
藤
　
真
弓

第
十
九
回
あ
き
た
大
蕗
ま
つ
り

仁 井 田
小 学 校

御
所
野
学
院
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

吉
尾
　
千
秋

小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
地
域
の
巡
回
活
動

御所野学院
中 学 校

セントラルコートでミーティング中

イオンモールを巡回中
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昨
今
、
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
社
会
で

の
生
き
方
、
接
し
方
に
つ
い
て
の
議
論
が

活
発
に
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
研
修
の
場

が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

ネ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
は
、
益
々
密
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
の
中
で
、
子
ど
も
の
感
性

は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

『
電
波
と
か　

道
と
か
空
は　

君
に
す

で
に
誰
か
が
つ
な
げ
て
く
れ
て
い
る
の

に
』

　

奈
良
県
の
中
学
校
３
年
女
子
生
徒
の
作

品
で
す
。

　

電
波
や
道
は
繋
が
っ
て
い
る
が
、
本
当

に
誰
か
と
繋
が
る
た
め
に
は
、
自
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
最

後
に
心
を
つ
な
げ
る
の
は
人
間
な
ん
だ
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

教
育
、
子
育
て
は
、
大
変
な
労
力
が
必

要
で
す
が
、
他
人
任
せ
で
は
い
け
な
い
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
道
を
繋
げ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
役
目
で
す
。

　

今
後
と
も
、
愛
し
て
や
ま
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
会
員
皆
様
の
お
力
を
貸
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
へ

	　
　
　
　
　
　
　

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

加
藤　

寿
一

会　長 加藤　寿一 勝平中学校

監　事

瀧田　純一 秋田南中学校

成田　るみ子 城東中学校

秋川　修一 土崎小学校

副会長
加賀美　俊一 秋田市小学校長会

（東小学校）
常任委員

田中　幸紀 秋田市小学校教頭会
（桜小教頭）

石𣘺　英一 秋田市中学校長会
（秋田東中学校）

工藤　　孝 秋田市中学校教頭会
（将軍野中教頭）

総務広報部 文化研修部

副会長 佐藤　　伸 城南中学校 副会長 佐々木　展 日新小学校

常任委員
佐藤　真弓 仁井田小学校

常任委員
田口　長洋 浜田小学校

吉尾　千秋 御所野学院中学校 藤田　富男 下浜中学校

部長 沢田　瑠美 大住小学校 部長 髙橋　美幸 勝平中学校

会報「あきたっ子」の編集・発行
７月／第125号、12月／第126号、３月／第127号

夏休み親子学習会　　７月25日(土）午前
地蔵田遺跡「弥生っこ村」体験学習

会報の作り方研修会　７月22日（水）
講師　阿部　隆志氏（縁コーポレーション）

講演会の開催

生活安全部 保健体育部

副会長
青木 　 巌 保戸野小学校

副会長
奈良　　毅 飯島小学校

加賀屋　聖一 下北手中学校 曽我　久子 河辺小学校

常任委員

玉井　晴太郎 川尻小学校

常任委員

石井　浩一 飯島中学校

鈴木　孝友 築山小学校 畠山　　周 秋田北中学校

利部　　忠 広面小学校 岡部　正人 戸島小学校

小松　一道 下北手小学校 大宮　直樹 戸米川小学校

部長 齊藤　梓緒里 明徳小学校 部長 小松　和彦 河辺小学校

市内小中学校生活安全部員の活動充実を目的とした研
修会の開催
地区ブロック協議などで、児童生徒の安全のための共
通認識をはかる
第36回一円玉福祉募金運動、贈呈式12月

第68回秋田市ＰＴＡ親睦野球大会
　期日　９月26日(土）27日(日)
第52回秋田市ＰＴＡ親睦バレーボール大会
ゴム・ビニールボール　11月１日（日）

事務局

事務局長
（県Ｐ副会長）

野﨑　　一 勝平中学校 事務局幹事 古井　秀行 外旭川中学校

事務局次長 
（県Ｐ監事）

吉村　昌之 秋大附属中学校 事務局幹事 
（県P幹事）

佐藤　公之 山王中学校

専従職員 安井　　緑


